外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



平成30年11月12日（月）　　　司会：鳥谷部　久美子　記録：馬場　勇治

	矢幅
	橋本
	小川
	菅原
	小嶋
	慶長
	戸賀沢
	鳥谷部
	三國
	柴崎
	馬場

	業務
	業務
	年休
	業務
	○
	業務
	業務
	○
	○
	業務
	○

	紫葉
	佐々木
	工藤
	名久井
	岩澤
	橋本
（淳）
	白石
	
	
	
	

	○
	○
	業務
	○
	○
	○
	○
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・グループホーム世話人より連絡があり、11/23（金）グループホームあおぞらのメンバー全員がデイケアを欠席するとのこと。大掃除を計画している様子だが、その際は世話人が一緒に掃除を行う予定であるとのこと。
・医療安全管理委員会より、事故対応について、最近は誤薬による事故が増えている為、デイナイトケア等の服薬確認の際には十分に気を付けて対応すること。
・医療安全管理委員会より、今後カンファレンスにて当院にてあった患者様の転落事故に関する振り返りを行う予定。
・毎日夕方に実施する外来カンファレンスの内容を記録することとなったため、記録が終わり次第、通所・外来で連絡を取り合い回覧し忘れがないよう注意すること。

＜研修案内＞
〔外部研修〕

①11/17（土）精神科デイケアスタッフ研修会

場所：弘前愛成会病院　デイケアあゆみ
②11/21（水）19：00～　八戸精神科医会

場所：八戸パークホテル　3Fロイヤルホール　対象：医師、薬剤師、スタッフ

③11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

④12/9（日）9：30～16：00　臨床精神医学研究会
場所：コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
⑤12/12（水）13：00～15：30　青森県若年性認知症自立支援ネットワーク研修
場所：青森観光物産アスパム5階　あすなろ
⑥1/27（日）10：00～17：00　自殺未遂者ケア研修（精神科救急版）
場所：東京都　大手町ファーストスクエアカンファレンスRoom D
対象：医師、看護師、精神保健福祉士など　申込み締切：11/20（火）までに佐藤AOMへ

〔院内・法人内・グループ内研修〕

①11/12（月）17：15～17：45　看護グループ内研修「救急対応」

＜提出期限＞

・11/15（木）年末調整

・11/20（火）12月分テキスト
＜青明舎登録者情報交換＞

・若松　邦生様～11/6来所。当院受診前に来所しており、インフルエンザの予防接種を予約する予定であると話している。デーリー東北の読者掲載欄に投稿したものが掲載されたとのことでスタッフに記事のコピーを見せている。

・川口八寿子様～11/6来所しており、自立支援医療の用紙についてスタッフに報告している。自立支援医療の手続きの際に不備が発生した為、遡って数か月分の支払いが発生しており、後9000円程支払わなければならなくなったとのこと。

11/9にも来所しており、排便状況について話している。お通じが悪く、白山台メンタルクリニック受診の際に、アローゼン1.0gセンナリドを処方してもらっている。アローゼン1袋、センナリドを3錠服用後、バス乗車中に腹痛になったと話しており、日によって体調が変化する為、トイレのタイミングが分からなくなると話している。
・北村　奈美様～11/8日中に電話連絡があり、内容は母様の下着が臭うとのこと。対処ついては、デイケアスタッフから消臭機能付きのものを用意することを提案され、購入し母様に渡している。購入した下着は着用しているが、臭っているものは捨てようとしないとのことで、ドラッグストア等で消臭効果のある洗剤を購入してみることを提案している。夜間に再度連絡があり、白山台メンタルクリニックの医師より家事の練習をしたほうが良いと以前から言われていたが、最近デイケアスタッフや当院医師からも同様のことを言われ自身でもそれに気づいたとのこと。助言として出来ないことをそのままにするのではなく、長期的に挑戦してみるよう伝えている。

・東海林紀子様～11/6夜間に電話連絡がある。父様が40℃の高熱を出し、昨晩から入院しており、本日見舞いに行ったとのこと。検査段階であり、後日結果について兄様の下へ連絡が来る予定であると話している。また自身のことで煙草の吸いすぎなのか2日前から咳が酷くなっているとのこと。身体が心配であれば禁煙してみるよう助言している。

11/9電話連絡があり、昨夜父様が亡くなったと報告している。三戸病院より連絡があり、パニックになり何も持たずに外に出てしまい一旦アパートに戻ってきたところであるとのこと。現在は兄様・姉様と三人でいると話している。

・松川　順子様～電話連絡があり、大家に掛け合ってもらい、灯油を購入したとの報告がある。7553円掛かったとのことで、余剰金から出し納品書を小遣帳に貼り付けたとのこと。

11/11訪問実施。灯油購入の際にポリタンクが足りずを2つ大家から借りているとのことで、借りたポリタンクを優先的に使い返却するよう助言している。金銭管理すると、飲料水の購入がなく飲水状況を確認すると水道水を服薬時に飲む程度であるとのこと。服装に変化がなく洗濯も行っていないと話している為、デイケアで洗濯することを助言している。

・鈴木　知子様～11/9電話連絡があり、障害福祉サービス受給者証を取りに行く予定であったが、時間が作れない為11/12に取りに行くことにしたとのこと。

11/10夜間に連絡があり、痩せる為にどんなダイエット食品を買えば良いのかを尋ねている。食事内容よりまずは運動量を増やしてみることを提案している。

・浅坂　政美様～11日訪問。炬燵を使用していると話し体調に問題はないとのこと。インフルエンザの予防接種の予約をしてないとのことで、当院関係機関に相談してみるよう助言しているとのこと。
・中居美津子様～11/11訪問実施。デイケアで入浴するようになってから、膝痛が良くなったと話している。現在ナパゲルン軟膏と市販の軟膏を塗布しているが、ナパゲルン軟膏の効きが良くない為、市販の軟膏のみに変更していく予定であると話している。当院に15000円、家賃を八月以降滞納しているとのこと。

・高柳　和子様～11/7に訪問実施。体調に関して波があると話しており安定しないとのこと。最近頓服薬の服用はなかったが、寂しさから2日ほど服用したと報告している。近況について確認すると年賀はがきの作成や、間食防止の為に買い物等の外出を意識的に行っているとのこと。困ったこととして年休の等級が下がったことを挙げている。

・我満奈津紀様～11/8来所。体調を確認すると「だるい」「疲れが取れない」と話している。11/6歯科受診の為、欠席しているがその分身体を休めることが出来たと話している。デイケア利用の頻度については週4日がベストであると話しており、正規の利用日を休まず来所出来れば問題ないことを伝えている。11/5頓服薬服用したとのことで、詳細を確認すると2日間ほど漢方薬を忘薬したこともあり、いらいらしていたとのこと。イライラに関して経済面も原因として感じていると話している。娘様については青明舎に週2日来所して欲しいことを話しており、本人のペースを見守るよう助言している。婚約者は週3回ほど泊まっており、娘様と一緒に食事を取っているとのこと。経済面で困った際には、婚約者に援助してもらっていると話している。

・船場　幸子様～11/8来所。インフルエンザ予防接種は11/29予定。ナパゲルン軟膏の処方があり塗布しているとのことで、右側大転子部に痛みがあり整形外科を受診する予定であるとのこと。バスを利用し受診に行っていると話しており、痛みが酷いときは無理せずタクシーの利用も検討するよう伝えている。

＜グループホーム入居者情報交換＞
・淡路智恵子様～健康診断での心電図の結果が要再検査となっており、主治医に相談予定。インフルエンザの予防接種について金銭的な理由があるとして受けないと話している。
・冨田　紀子様～健康診断にて聴力が要再検査となっており、主治医に相談する予定となっている。
・船場　幸子様～以前デイケアでも見られていた特定利用者（繁名和恵様）を茶化す行動がグループホーム内でも時折見られており、気分の高揚が窺えている。通所の際に、持ち歩く荷物の量が多く膝等への影響が考えられる為、今後手荷物を減らしていけるよう関わっていくこととしている。

・繁名　和恵様～国民保険に関して11/7に手続きを行い、11/8に保険証が届いている。週末から幻聴の訴えが聞かれている。
・古舘　ヨリ様～健康診断の結果、心電図で要再検査となっている。

・豊川　明男様～関節痛に関して週末に訪問した際には「よくなりました」と答えていたが、本日訪問の際に痛みを訴え「デイケアを休みます」と話している。症状が改善しない為、関節に異常があるのであれば整形外科、その他の原因であるならば、内科や心療内科受診を勧めている。
・中村与一郎様～健康診断の結果、肝機能、脂質にて要再検査となっている。自身で報告すると話し世話人同行を拒否、当院には予め世話人より情報提供しているとのこと。
・田中　一　様～金銭管理を次回11/15・16を予定している。
・下妻　康貴様～11/7～9社員旅行があり、写真の現像が終わったら同居者に見せたいと話している。
・番沢　政勝様～肝炎ウィルスの二次検査の結果を次回受診の際に主治医へ報告する予定。11/16に鹿内内科を受診予定となっている。
・若松　邦生様～デポ剤を投与した翌日は眠気が強く、就労先でも寝てしまうことがあると話している。
→ナイトケアでも眠気が強い様子窺え、歩行に影響が出ていることもあった。

・村上　元道様～生活福祉課担当職員より本人の生活状況確認があり、グループホーム世話人同行。以前兄様を名乗る男より本人の住所を詮索する内容の問い合わせがあった為、関係機関でも本人の居場所が特定されるような情報を流さないで欲しいことを伝えると今後配慮していくとのこと。兄様のアパートの更新等の手続きの際には、情報が漏れないよう考慮して対応していたとのこと。職場から大量のニンジンを貰っており、同居者に配ろうとしており、世話人により物のやり取りを禁止していることを伝えている。また、就労先に連絡し詳細を確認すると、実際の量を見せ。その上で持ち帰れるかを確認すると「大丈夫」と答えていたとのこと。今後は同様のことはないよう本人に伝えている。11/10に当院受診、バルプロ酸Ｎａ徐放Ｂ錠が減量となっている。
・田名部浩平様～血液検査にて要再検査となっており、次回受診時に血液検査を行う予定となっている。以前スタッフ等にグループホームから離れた場所を歩いているところを目撃されることが何度かあったことについて、主治医からは、歩行自体は無理のない範囲で留める様助言を受けている。

・大下　伸治様～肝炎ウィルスの二次検査の結果を主治医に報告する予定。間食に関しては2・3日に1回の頻度で食べてしまっているとのこと。
＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊様～12月の家賃を払い過ぎた為、不動産屋へ問い合わせし本日返却に来るとの事で欠席の電話がある。払い過ぎたとはどういう事か聞くと、言葉を濁して「買い物もあるから。」と言い直し通話が終了している。
・佐々木理佳様～訪問看護師より情報提供がある。増薬になったバルプロ酸ナトリウムを服用すると眠気が強い為、どうしたか良いかとの問い合わせが先週土曜日にあり、自己調整はしないよう助言したとのこと。来所時に体調確認すると、風邪を引いているがPL錠を服用すると眠くなる為、服用せずに市販薬を代用していると話している。先週土曜日の眠気は「何で眠くなっているか、よくわからなくて。生理もあったからかな。」と言い、一日臥床して過ごし、翌日には眠気が改善したと答えている。担当スタッフと面談の希望があり、実施。中絶した自身の子供が生きていると幻聴があり、「本当なら会いたい。」と言うが、あり得ないとも話しており、現実検討している。幻聴により病状が左右されることを伝え、自覚するように助言すると「周りから言われます。話を聞いてくれてありがとうございます。」と応え、面談を終えている。
・佐々木常夫様～電話連絡があり、本日歯科受診の予約を入れていた為、デイケア欠席を希望している。スタッフより、本日の体調はどうか尋ねると、「これ相談して良い事なのかな～」と言い淀む為、詳細を確認すると、風邪薬と間違い12、13日分の当院処方の薬を誤って捨ててしまった、薬がないことで不安感がありうつ病になったと話している。外来に連絡をし12、13日分の処方薬を貰った方が気分的にも安心するのではないかと提案するが、金銭的に余裕がなく貰いに行く事が出来ないと話している。何か変化や調子が悪くなったら早めに連絡をするよう声を掛けている。
・駒木　洋士様～薬の空包確認では先週分から持って来ているが、9日夕食後薬の空包がなく、所在を確認すると家にあると答えている。明日の訪問看護で確認してもらうと話しており、訪問看護師へ情報提供している。
・平　京子　様～以前生活保護費を2回に分けて返還したことについて生活保護前担当者に詳細を確認しても良いか問うと、「いいけど、また支払いしなきゃいけなくなったりしたら困るからねー」と笑顔で話している。「この前眼科に行ったら2700円かかりましたー結構かかるね。今月末は青南病院もだー」と話しており、自立支援医療受給者証が届くまで当院の医療費の支払いは医事と相談するよう助言。その後生活保護前担当者に連絡、生活保護費を返還した経緯として老齢厚生年金を受給していたが未申告であったことから、今年7月まで遡って1回目の17万円程を返還。しかし老齢厚生年金受給の収入申告が10月分の生活保護費の計算が間に合わず支給。計算し直し2回目の1万5千円を返還したとのこと。上記について本人に伝えている。
・櫻川　貞二様～電話があり、目が見えない為明日のデイケアを欠席したいと連絡がある。先週の金曜日に八戸市民病院を急遽受診、次回の受診予定はまだ先であったが、急に目が見えなくなった為に受診したと話している。視力低下に伴い、バスでの移動の際に転び、擦り傷を負っているとのこと。視力低下に伴う食事状況について確認すると、数字は見えないが、ご飯は自分で炊き食べている事を話している。次回来所時に詳細を確認することとする。
デイナイトケア
・倉橋　生子様～青風荘より情報があり、土曜日21:30ホールで傾眠しており、就床時間になるためスタッフが声を掛けると、目覚めが悪くもうろうとしている。その為、スタッフが見守りながら居室へ戻って休んでいたとのこと。翌日も就床前には傾眠がちで過ごしていたが、嗜好品の時間が過ぎているにもかかわらず嗜好品を持って来て、スタッフのいる前で食べている。また、以前と同じ内容の被害的な訴えや先週服薬変更があり、調子が悪いのはそのせいではないかと、体調について「足が重い」「パッとしない」「眩暈がある」等と話す為、次回受診時に相談するよう助言しているとのこと。デイナイトケアでは、来所時から表情は暗く、他者へ話し掛けている様子はない。被害的な訴えや不調を話してくることはない。
ナイトケア
・佐々木理佳様～病院SWから情報提供がある。本人とハローワーク八戸　盛田氏で面
（デイケア利用）談を実施。主治医の意見書に記載されている1日4時間の軽作業等から検討していくという。障害の状態や就労に関する事項等で変更が生じた際は再度作成を依頼するとのこと。就労継続支援A型の利用を検討していくにあたり特定相談支援事業所の一覧を渡し、三戸郡を管轄している指定特定相談支援事業「清岳園」に計画相談支援を依頼することを本人に勧めたという。次回来所時に進捗状況を確認していく。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（田名部　浩平様）
実施日：H30年11月12日（月）13：30～14：00

担当：佐々木　弘子

参加者：小嶋、鳥谷部、紫葉、三國、馬場、佐々木

検討内容　目標・計画の見直し、現状の情報交換

	氏名
	田名部　浩平様
	性別
	男
	年齢
	36
	生年月日
	S57.3.8

	主病名
	統合失調症
	合併症
	脂質代謝異常症

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身に付ける、対人関係を学ぶ

共同生活を覚える、現実的判断を学ぶ

作業能力・持続性の向上、病識をつける

	本人希望
	就労や自宅に戻って生活をしたい。

	家族希望
	就労してほしい。現在の生活の継続。

	入院歴
	計１回（最終： H21年6月10日～H26年5月10日

	通所歴
	2回目

· 前回： H17年5月 ～ H21年6月10日

· 今回： H26年5月13日～現在　　（週2回/月・火曜日）

	その他サービス利用
	・H29.3.3～うみねこ幸房利用週1回/金曜日

⇒6/8(木)～週2回/木･金曜日　　⇒H30.4月で廃業

・H30.8.1～就労支援事業B型ここロードに就労

・青明舎

	住居：

グループホームあおみ入居
	家族構成

両親は、本人4歳頃離婚している。母親は、親戚経営の洋品店に勤務している。4歳違いの兄がいるが、現在は派遣社員として岩手県北上市で働いている。その兄と本人の関係性が良くないと母親は危惧している。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳　2級
	障害基礎年金2級
	自立支援医療2500円

	備考：事例検討に必要な情報を記載

　富山県下堀市にて同胞2名第2子次男として出生。出生後4ヶ月の時に父が離職したことを機に八戸市へ転居。長者小学校･長者中学校を卒業後、南部工業高等学校へ進学。卒業後は埼玉県の調和工業（作業員）に2年程従事。その後、東京都内で鉄道作業員として就職するが、昼夜逆転し不規則な生活となったことから半年程で退職（H14年5月）。退職後すぐに帰郷。H14年6月頃（20歳）、「TVで自分の悪口を言っている」などという被害妄想が出現し、同年7月8日かのはらｸﾘﾆｯｸを受診。同院の紹介により翌9日、青森労災病院病院（神経科）を受診。H14年8月に、「働きに行く」と話し上京したが、就職できず、すぐに帰郷。その後は青森労災病院病院（神経科）への外来通院を継続していた。時折、幻聴･妄想様の発言があり、他者へ暴力を振ったり、知らない女性に触れるなどの行為があり、度々警察に保護されることがあった。本人･家族がﾃﾞｲｹｱや作業所などの利用を希望して、H17.4.26同院からの紹介により当院受診。以後、当院への外来通院を継続していた。また、H17.7.6より当院ﾃﾞｲｹｱの定期的な利用（1～2回/週）を継続していた。その後も独語･空笑が目立ち、時折「自分を攻撃してくる」「鬼に叩かれたから俺も叩いてやった」など妄想様の発言がみとめられた。また、片道の切符のみ購入し、無銭で東京へ行くことや、ﾀｸｼｰの代わりに救急車を呼ぶなどの社会性に欠ける行為が目立っていた。「薬は3年飲めば治る」などと病識･服薬に対する理解は未確立で、服薬管理は家族の協力により行われていた。

H21.6.9、母の外出中に斧（普段使用しない工具一式を買い揃えていた）で自宅のTV2台を叩き壊すことがある。母が帰宅後、「俺だって我慢している」などと興奮状態で説明していた（母は「いつも渡していた小遣いを渡していなかったから怒った」と説明）。翌10日、当院受診。行動の理由について、本人は「何かはいってきた」「その内分かる」などと話す。また、最近幻聴が強まることがあり苛々すると訴えがあり、今後も衝動的となる危険性が高いことから、病状の観察･安定を目的として同日入院となる（任意入院）。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定を図り、現在の生活と就労を続ける。
	①精神症状の変化に気付き、自ら関係機関に相談する。
	①不安やストレスなどを感じたらスタッフへ相談する。


	①不安や分からない事はスタッフへ相談する。本人から相談がない時は、スタッフから声を掛けて不安の確認をする。就労についてのわからないことや不安も確認していく。

	
	②対人交流を円滑にする。


	②円滑な対人交流の仕方を学ぶ。
	②他者と交流を持つことで円滑な対人交流を学び、表現したり問題解決ができるようにする。スタッフは交流場面や対応の仕方を観察し、苦手なことや困っていることはないか声掛けし、助言する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度80％）
	今後の対応

	①不安やストレスなどを感じたらスタッフへ相談する。
	・忘薬はなく、自己管理が行えている状況。

・奇異な行動（鏡の前や誰もいないところでの太極拳や空笑）は時折見られる。

・時折、空笑やぼんやりしている事もあり、「仕事が大変で疲れている」と言う。疲労感が強い際は、職場スタッフへ相談できていると言う。

・就労し、疲労感もあるようだが、通所に遅刻してくることはない。

・本人からは必要なこと以外は話し掛けることは殆どないが、話し掛けに対しては適切な内容で返答している。

・グループホームでの生活には、不安不満なく、過ごしている。

・10/30　体重73.6kg(25.1)
11/5　　体重71.0kg(24.2)
	就労も再開し、環境変化に伴い病状や生活に変化が生じてきている。尻内付近に散歩に行ったり、さらに遠くの是川方面のこどもの国へ行っているとの情報もある。また体重の変動もある。本人の言動に注意しながら、思いや困っていること不調等を確認し、関係機関と情報共有していく。

⇒計画継続



	②円滑な対人交流の仕方を学ぶ。
	・挨拶は消極的だが自ら行えていて、デイケアでの対人交流は積極的ではないが、特定のメンバーに話し掛けられる方が多い。
・ミーティングにて、他者に聞こえるような大きな声で進行の始まりの挨拶や終わりの挨拶を率先して行っている。
・自主活動時、他者から誘われるとカラオケに参加され、ある程度は交流を持たれている。トランプに誘われれば応じている。

・プログラムや行事に参加出来ているが、基本的に個別で行動していることが多い。
	コミュニケーションに関して、他者から話し掛けられることが多く、受動的な姿勢が見られる。就労先で他者との交流場面や関係性で心配なことはないか確認し、何かあれば一緒に解決していけるよう助言していく。

⇒計画継続



	その他
	・定期的にお母様と外出や外泊をし、衣類の購入やランチに出掛けている。

・昨年度の3月から就労継続支援B型うみねこ幸房を利用（木・金曜日/週2回）していたが、4月末日で就労先が廃業になり、5月からは青陽館を利用している。5月に就労支援B型ここロードを見学、7月に体験利用。8月より就労支援B型ここロードで就労開始。本人の希望にて週3日水･木・金曜日就労となる。

・9月に入り、最近怖い幻聴があると話す。また尻内付近での目撃情報があり、本人に何をしているか確認すると、周囲の人から運動するよう指摘されることや運動しなくてはいけないと思い、尻内付近まで散歩しに行っているとのこと。怖い幻聴が聴こえていることについては、夕方グループホームに帰宅すると、男の人の声で、「タバコを吸え」と聞こえてくるとのこと。幻聴は、2～3週間前より聴こえていたとのことで、幻聴に伴い煙草を吸う本数が急激に増加している。毎日1箱消費している状況である為、煙草の本数と幻聴の有無をグループホーム世話人で確認していくとのこと。

・頭髪に汚れがあり、疲れはあっても定期的に入浴する事が必要と伝えている。

・週末の間食が多い。理由は「週末だから」と話す。最近また背中の皮膚がただれ世話人がローションを塗ってあげている。繰り返している為、診察で症状を伝えているか、伝えていないのであれば薬も同処方になるので、具体的に痒みが強いこと等を伝えないと改善が見られないと思われる。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定を図り、現在の生活と就労を続ける。
	①精神症状の変化に気付き、自ら関係機関に相談する。
	①不安やストレスなどを感じたらスタッフへ相談する。


	①不安や分からない事はスタッフへ相談する。本人から相談がない時は、スタッフから声を掛けて不安の確認をする。就労についてのわからないことや不安も確認していく。

	
	②対人交流を円滑にする。


	②円滑な対人交流の仕方を学ぶ。
	②他者と交流を持つことで円滑な対人交流を学び、表現したり問題解決ができるようにする。スタッフは交流場面や対応の仕方を観察し、苦手なことや困っていることはないか声掛けし、助言する。


